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時間が過ぎているのではない

人が生きて禅の教えに「舟に亥Jんで剣を尋ぬ」という言葉が

あります。

妄想や愚かさのたとえとして言われるもので、こういう

意味です。

舟から水中に会1を落とした人が、あわてて舟のへ りに

傷をつけて印とし、「ここだ、ここに落ちたのだ」

と、言つたとしたらどうでしよう。

それを聞いた人は笑 うはずです。「バカなやつだ。舟が動いている

と知らずに、舟に印をつけて倹1はここだと言つても、その倹」はもう

ずっと後ろにいつているに決まつているで|ま なIヽ ■ と  る`ことt、 ■11ま上を葦いている

ようなものですc

つまり、ノ、自身がたくつ上を,多 く■ですこ 三分iLすっヒ三 二≧ころ ■夏おら十十二■lt「 二言た

ることを 「常見」と言います。
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水中に落 とした剣は、まさに過ぎて行つた自分です。
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